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○ 取扱い 

 原則として、健診等の結果、血液検査の結果及び症状等から、「B 型肝

炎の疑い」病名がある場合において、スクリーニングを目的として実施し

た、区分番号「D013」肝炎ウイルス関連検査の「3」の HBs 抗原の算定

は認められる。 

 

○ 取扱いの根拠 

 区分番号「D013」肝炎ウイルス関連検査の「3」の HBs 抗原について

は、健診等で肝機能障害や黄疸が指摘された場合や、血液検査の結果及び

全身倦怠感に引き続き食欲不振、悪心・嘔吐などの症状から B型肝炎が疑

われる場合に実施されており、B 型肝炎ウイルスの感染を見逃さないため

に高感度又は高精度に測定することは臨床上有用である。 

 したがって、B 型肝炎が疑われた時点で高感度又は高精度の区分番号

「D013」肝炎ウイルス関連検査の「3」の HBs 抗原を実施することは必

要と認められる。 

 


